
 

１２．地域連携型学際的研究の推進 

 

１２－１．学外でのシンポジウム等への参加（情報収集と情報発信） 

 女性研究者キャリア・デザインラボ室員や多様な人材活用推進委員会委員が、以下のシン

ポジウムやセミナーに参加して、情報収集や意見交換を行った。 

 

平成 19 年度 

 平成 19 年 9 月 10 日 7 大学男女共同参画等部門情報交換会（学士会館 301 号室） 

 平成 19 年 9 月 29 日 4 女子大学合同シンポジウム「女性研究者から発信！ワーク・ラ

イフ・バランス社会へ」（日本女子大学 目白キャンパス） 

 平成 19 年 10 月 5 日 第 5 回男女共同参画学協会連絡会シンポジウム（名古屋大学野依

記念学術交流館） 

 平成 19 年 10 月 6 日『研究者育成のための男女平等プラン』第 3 回シンポジウム『頑張

れ若手研究者！！～早稲田モデルの構築をめざして』（早稲田大学 国際会議場） 

 平成 19 年 10 月 16 日 ダイバーシティ・サポート・オフィス（ＤＳＯ）発足記念ワーク

ショップ（産業技術総合研究所つくばセンター） 

 平成 19 年 11 月 14 日 セミナー・説明会 「女性を活かす」組織のつくり方（ドーンセ

ンター） 

 平成 19 年 11 月 17 日 第 6 回東北大学男女共同参画シンポジウム（仙台国際センター） 

 平成 19 年 11月 26日 産業技術総合研究所男女共同参画ワークショップ ワークライフ

バランスを考える- イノベーション創出への実践（大阪梅田スカイビル） 

 平成 19 年 12 月 12 日 第 30 回日本分子生物学会年会・第 80 回日本生化学学会大会 合

同大会（パシフィコ横浜 第 4 会場） 

 平成 19 年 12 月 19 日 九州大学女性研究者支援室（SOFRe）主催第 3 回セミナー（福

岡国際ホール） 

 平成 19 年 12 月 21 日 第 7 回大学改革シンポジウム（学術総合センター 一橋記念講

堂） 

 平成 20 年 1 月 12 日 日本学術会議主催公開講演会「人口とジェンダー―少子化対策は

可能か―」（日本学術会議講堂） 

 平成 20 年 2 月 13 日 “女性研究者支援モデル育成”事業等合同シンポジウム～女性研

究者等の活躍促進のために～ （お茶の水女子大学講堂(徽音堂)）本学より口頭発表及

びポスター発表。 

 平成 20 年 3 月 6 日 第 3 回 COSMOS 交流会 女性支援の輪をつなごう！大学等にお

ける女性支援の現状と展望～子連れ出張から研究支援まで～（お茶の水女子大学） 

 

平成 20 年度 

 平成 20 年 5 月 21 日 産業技術総合研究所 男女共同参画シンポジウム「多様な人材が

活躍する組織を考える―ダイバーシティーマネージメントのすすめ」（ドーンセンター



 

（大阪府立女性総合センター） 

 平成 20 年 9 月 26 日 「男女共同参画社会の実現に向けて―女性研究者支援を通じた基

幹大学の役割―」（7 大学 男女共同参画・女性研究者支援部門 合同イベント）（学士会

館）本学より総長がパネルディスカッションに参加し「七大学総長による男女共同参画

に係る共同宣言」、本学教員が報告。 

 平成 20 年 10 月 7 日 第 6 回男女共同参画学協会連絡会シンポジウム（京都大学百周年

時計台記念館）本学よりポスター発表。 

 平成 20 年 12 月 1 日・2 日 「女性研究者支援モデル育成」事業等 合同シンポジウム

（東京大学本郷キャンパス）本学より口頭発表及びポスター発表。 

 平成 20 年 12 月 8 日 第 1 回金沢大学女性研究者支援シンポジウム「大学のやる気と地

域連携」（ホテル日航金沢） 

 平成 20 年 12 月 10 日 第 31 回日本分子生物学会年会・第 81 回日本生化学会大会 合同

大会（神戸ポートピアホテル本館）本学よりポスター発表。 

 平成 21 年 2 月 16 日 名古屋工業大学教育改革・改善プロジェクト「本学における女性

支援体制を構築するための環境整備事業」講演会（名古屋工業大学）本学教員が講演。 

 平成 21 年 3 月 30 日 日本物理学会第 64 回年次大会シンポジウム「研究・教員の場に

おける男女共同参画」（立教大学）本学教員が講演。 

 

平成 21 年度 

 平成 21 年 10 月 7 日 第 7 回男女共同参画学協会連絡会シンポジウム（東京工業大学蔵

前会館）本学よりポスター発表。 

 平成 21 年 10 月 30 日 日本女性会議 2009 さかい「男女共同参画社会実現への現状と課

題」（リーガロイヤルホテル堺）本学教員が講演。 

 平成 21 年 10 月 30 日 名古屋大学シンポジウム「女性研究者のキャリア深化のための

システム改革」（名古屋大学 野依記念学術交流館） 

 平成 21 年 11 月 25・26 日 「女性研究者支援モデル育成」事業等合同シンポジウム（日

本大学）本学より口頭発表及びポスター発表。 

 

平成 22 年度 

 平成 22 年 6 月 24 日・25 日 大学・研究機関のための男女共同参画推進研修（国立女

性教育会館） 

 平成 22 年 9 月 13 日 科学技術振興調整費「女性研究者養成システム改革加速」『杜の

都ジャンプアップ事業 for 2013』シンポジウム 2010 ― 今何が必要か 各大学の取り組

みに学ぶ ―（仙台国際センター） 

 平成 22 年 10 月 5 日・6 日 女性研究者支援システム改革プログラム事業合同シンポジ

ウム「未来を築く女性研究者の飛翔に向けて」（京都大学）本学より口頭発表及びポスタ

ー発表。 

 平成 22年 10月 7日 第 8回男女共同参画学協会連絡会シンポジウム（理化学研究所 和



 

光研究所） 

 平成 22 年 12 月 1 日 第 2 回中国四国男女共同参画シンポジウム「持続可能社会に向け

ての男女共同参画～女性研究者支援モデル事業から見えてきたもの」（松江東急イン）本

学教員が講演。 

 平成 22 年 12 月 13 日 奈良先端科学技術大学院大学男女共同参画シンポジウム「ワー

クライフバランスとキャリアアップ・新しい時代の働き方」（奈良先端科学技術大学院大

学） 

 平成 23 年 3 月 20 日 「女子中高生のための関西科学塾 2011」（神戸大学） 

 

平成 23 年度 

 平成 23 年 6 月 9 日 第 11 回日本蛋白質科学会年会男女共同参画ワークショップ（ホテ

ル阪急エキスポパーク）本学教員が講演。 

 平成 23 年 7 月 14 日 第 1 回おおさか男女共同参画促進プラットフォーム（大阪府庁）

本学教員が大阪大学の取組を報告。他機関との情報交換。 

 平成 23 年 10 月 21 日 第 2 回おおさか男女共同参画促進プラットフォーム（ドーンセ

ンター）大阪大学、大阪府など他機関とのメーリングリスト構築、情報交換。 

 平成 23 年 10 月 31 日 第 9 回男女共同参画学協会連絡会シンポジウム（筑波大学 大

学会館）本学よりポスター発表。 

 平成 23 年 11 月 1 日・2 日 女性研究者研究活動支援事業合同公開シンポジウム「女性

研究者支援に向けた持続可能な取組の実現」（筑波大学東京キャンパス文京校舎）本学よ

り口頭発表及びポスター発表。 

 平成 24 年 2 月 岐阜大学外部評価委委員 

 平成 24 年 3 月 9 日 「大阪大学大学院工学研究科/工学部における男女共同参画への取

り組み」（北海道大学）本学教員が講演 

 

 



 

１２－２．他機関の来訪による情報交換 

 本プロジェクト開始後、同じプロジュエクトに採択された機関同士の交流が盛んに行われ、

お互い抱える問題点などについて情報交換を行った。また男女共同参画問題についての学士会

の積極的な活動参加もあった。 

・（社）学士会 架谷房子氏（平成 19 年 6 月 12 日） 

対応：多様な人材活用推進委員会委員の沖田委員長、堂目委員、堀井委員、田島委員 

内容：学士会が主催するシンポジウムなどについての意見交換 

・（国）九州大学 犬塚 典子氏・乙須 翼氏（平成 19 年 12 月 11 日） 

 対応：女性研究者キャリア・デザインラボの渡辺特任准教授、岡野事務補佐員 

内容：学内保育園や研究支援員制度についての具体的な運用状況についての情報交換。 

・（独）産業総合技術研究所 男女共同参画室室長・澤田美智子氏と総括主幹・川崎一則氏

（平成 20 年 3 月 7 日） 

対応：キャリア・デザインラボの沖田室長と田島副室長 

内容：産業総合技術研究所における男女共同参画推進に関する情報交換。 

・（国）千葉大学 遠藤雅子氏 （平成 20 年 4 月 23 日） 

  対応：渡辺めぐみ女性研究者キャリア・デザインラボ特任准教授。 

内容：研究支援員を派遣する制度についての情報交換を行った。 

・（独）産業総合技術研究所 男女共同参画室室長・澤田美智子氏と総括主幹・川崎一則氏 

（平成 21 年 3 月 18 日） 

対応：田島節子女性研究者キャリア・デザインラボ室長、渡辺めぐみ同特任准教授。 

内容：今後の男女共同参画推進に関する問題点についての情報交換。平成 21 年度から

始まる女性研究者支援加速プログラムについての意見交換。 

 

平成 22 年度以降は、プロジェクト採択機関だけでなく、民間との交流も活発に行った。 

・ （社）日本リサーチ総合研究所主任研究員 小林貴博氏、桜井昭氏 

（平成 23 年 2 月 25 日）［首都大学東京からの委託］ 

対応：頼本維樹男女共同参画推進オフィス室長、則末尚志企画推進課特任研究員 

内容：男女共同参画推進及びダイバーシティ（多様性）推進に関するヒアリング  

・ （株）テンプスタッフ 奥谷良樹氏、関さと子氏（平成 23 年 6 月 29 日） 

対応：頼本維樹男女共同参画推進オフィス室長 

内容： 大阪府「バイオ人材マッチング推進委託事業」についての情報交換 

・ （国）岐阜大学総務部長 坪内孝治氏（平成 23 年 7 月 7 日） 

対応：頼本維樹男女共同参画推進オフィス室長 

内容： 岐阜大学における「女性研究者支援モデル育成事業」についての情報交換 

・ （国）東京大学 三浦有紀子氏（平成 23 年 7 月 21 日） 

対応：頼本維樹男女共同参画推進オフィス室長 

内容：「女子中高生のための関西科学塾 2012」取組内容についての情報交換 

・  関西学院大学 清水英子氏（平成 23 年 9 月 6 日） 



 

対応：頼本維樹男女共同参画推進オフィス室長 

内容：研究支援員制度の内容、運用の実際、効果等についての情報交換 

・ （国）大阪教育大学 谷口一美氏（平成 23 年 9 月 15 日） 

対応：頼本維樹男女共同参画推進オフィス室長 

内容：両大学における男女共同参画の取組について情報交換 

・ （財）21 世紀職業財団兼田亜貴氏（平成 23 年 9 月 26 日） 

  対応：頼本維樹男女共同参画推進オフィス室長 

  内容：女性の活用推進状況に関するヒアリング 

 

１２－３．社学連携活動 

 以下のような活動を通じて、学外の諸機関との連携を図った。 

① 女子中高生理系進路選択支援事業への協力 

平成 19 年度文部科学省「女子中高生の理系進路選択支援事業」 

“女子高生ジュニア科学塾 2008in 関西” 

主催：特定非営利活動法人「科学と市民社会のコミュニケーション」、文部科学省 

共催：大阪大学大学院工学研究科、同理学研究科、同基礎工学研究科など 

開催日：平成 20 年 3 月 15 日（土）～16 日（日） 

場所：大阪大学吹田キャンパス及びＪＩＣＡ大阪国際センター 

この企画は、理系に進学することをためらいがちな女子高校生に対して、女性研究者や女

子学生がロールモデルを示すと同時に、実験・実習などを通じて理工系学問のおもしろさを

知らせ、理系進学を考えてもらうことを目的としている。 

この事業の広報を多様な人材活用推進委員会および女性研究者キャリア・デザインラボが

支援した。また、実施にあたっては、本学の理学部・基礎工学部・工学部・医学部・蛋白研

などの教員や学生が 20 名以上、実行委員や実験担当、アシスタントとして参加した。 

この活動は、場所を変えて毎年実施されており、平成 18 年度は神戸大学で、平成 20 年度

は奈良女子大学で、平成 21 年度は京都大学、平成 22 年度は神戸大学を中心として、実施さ

れた。いずれの年にも、大阪大学の理工系教員が大勢参加している。 

そのような実績を考慮し、平成 22 年度以降は、「大阪大学 21 世紀懐徳堂」を通して、大

学として本科学塾への支援を継続的に行うことが、広報・社学連携室会議で決定された。 

また、平成 23 年度は大阪大学が主催として「女子中高生のための関西科学塾 2012」を実

施しているが、詳細については第Ⅲ章にて記述する。 

 

② 広報・社学連携室の「大阪大学 21 世紀懐徳堂」の共催を得て実施したセミナーなど 

平成 20 年度より創設された大阪大学広報・社学連携室（現在は広報・社学連携オフィス）

の協力を得て、以下のようなセミナーやシンポジウム等のイベントを開催した。 

 第 2 回大阪大学男女共同参画セミナー「企業で活躍する女性研究者」 

 第 2 回大阪大学男女共同参画シンポジウム「ワーク・ライフ・バランスの実現をめざして」 

 女子中高生のための関西科学塾 2012 



 

③ 広報・社学連携室の「大阪大学 21 世紀懐徳堂」主催のフォーラムへの協力 

同じく広報・社学連携室が主催するフォーラムに、多様な人材活用推進委員会委員長をは

じめとする関係者が参加した。 

"Bon vivant" ～女性のためのキャリア・デザイン  

フォーラム 

主催：大阪大学 21 世紀懐徳堂 

共催：大阪大学多様な人材活用推進委員会 

日時：平成 21 年 3 月 14 日（土）  

13：00～17：30 

場所：大阪大学 21 世紀懐徳堂多目的スタジオ    

（豊中キャンパス・イ号館 1 階） 

１．大阪大学 21 世紀懐徳堂学主挨拶 

武田佐知子 大阪大学副学長  

２．映画上映 

「ルッキング・フォー・フミコ：女たちの自分探 

し」  

３．基調講演：栗原奈名子 映画監督 

４．パネルディスカッション 

  栗原奈名子 映画監督 

  武田佐知子 大阪大学理事事・副学長 

松繁寿和 大阪大学国際公共政策研究科・教授 

加賀有津子 大阪大学工学研究科・准教授 

５．交流 

本シンポジウムは、女性が自分のキャリア・デザインへの考えを深めるという啓発的な目

的をもって行われたもので、大阪大学 21 世紀懐徳堂が主催し、多様な人材活用推進委員会

が共催して行われ、松繁寿和教授（多様な人材活用推進委員会委員長）がパネラーとして参

加した。 

まず、日本におけるウーマンリブの活動とそれに関わった女性たちのその後の人生を取り

上げた映画が上演され、女性がキャリアを築こうとする場合に立ちふさがる壁について議論

された。また、現在においても女性が活躍できる場が十分に与えられてないことや、家庭と

仕事の両立という大きな課題が解決されていないこと等に関して、パネリストや参加者から

活発な意見が出された。 

この企画は、内容についてのみならず運営の改善点についても、その後も多くの意見や相

談があり、強い関心が寄せられる企画となった。 

 

④日本女性会議の「日本女性会議 2009 さかい」への協力 

日本女性会議は昭和 50 年の「国際婦人年」と続く「国連婦人の 10 年」を記念して始まっ

て以来、毎年、地方自治体の間でバトンタッチをするかたちで開催されてきている。 



 

平成 21 年度は大阪府堺市での開催となった。この開催にあたり、女性研究者キャリア・

デザインラボ特任准教授が、第 7 分科会「科学技術分野への女性の参画」のコーディネータ

ーを務めた。また、科学技術分野で活躍している 3 人のパネリストのうち、1 名は、大阪大

学大学院工学研究科の赤井恵助教が、ナノテクノロジーについて報告した。 

開催日時は平成 21 年 10 月 31 日（土）、9：00～11：30、会場はホテル第一堺・フェニッ

クスの間で、聴衆は約 150 名であった。 

この事業にあたり、堺市の男女共同参画課と密接に連携し、分科会では、女性の科学技術

分野進出の促進をアピールすることに成功した。 

 

⑤日本学術会議主催の公開講演会やシンポジウムの後援 

 多様な人材活用推進委員会が、日本学術会議が主催する下記公開講演会の後援をした。 

 「人口とジェンダー ―― 少子化対策は可能か ――」 

  日時：平成 20 年 1 月 12 日（土） 13:00 ~ 17:00 

  場所：日本学術会議講堂 

  総合司会：久留島浩、    コーデイネーター：桜井万里子、上野千鶴子 

また、平成 22 年 3 月 13 日（土）に開催予定の日本学術会議ジェンダー研究分科会シンポ

ジウム「日本のジェンダー平等の達成と課題を総点検する---CEDAW 勧告 2009 を中心に」

も多様な人材活用推進委員会が後援することになっている。 

 

⑥内閣府男女共同参画局のウェブページにメッセージ掲載 

内閣府男女共同参画局のウェブページ「チャレンジキャンペーン～女子高校生・女子学生の

理工系分野への選択」へ、共催団体として次ページのようなメッセージを掲載し、平成 23

年度に更新した。 

http://www.gender.go.jp/c-challenge/kyousai/kokuritsu/010.html 

http://www.gender.go.jp/c-challenge/kyousai/kokuritsu/010.html


 

 



 

 

 

 

 

 

⑦財団法人 21 世紀職業財団ポジテイブ・アクション応援サイトへの協力 

財団法人 21 世紀職業財団のウェブページ「ポジテイブ・アクション応援サイト」に大阪

大学の男女共同参画推進の取り組み状況が紹介された。 

http://www.positiveaction.jp/pa/search/detail.php?company_id=576 

 

 

 



 

 



 

 



 

 


